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体験学習 が他者理解に 及ぼ す効果
一 高齢者疑似体験及び世代間交流 の効果
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1 緒 言

現鼠 私た ち は経済的
･ 物質的に豊かな生活を送 っ て い る｡

しか し, そ の 反面, 核家族化や少子化に よる家族の規模の縮

小化, 地域 の人間関係の希薄化等が進み, 多様な他者と交流

する樺会が減少して い る . ま た, 多く の青少年犯罪やい じめ

等の実態に もみられるよう に
1 )

, 人 と関わ る こ とを苦手 と

し
, 他者 に対す る理解や思 いやり に欠ける子どもが増えて い

るとも言える｡ こ の ようななか, 学校 にお い て も . 家庭や

地域と連携 しなが ら教育活動を通 して自立心や思 いやり の心

を育て , 共 に助け合 っ て生活する意義を理解させ , 豊かな人

間性を育ん で い く こ とは現代社会に課せ られた極め て重要な

課題で ある｡

福祉 の心 の核 になるもの は ｢自分も他者も共に生きて いる｣

こ とに対する理解であ る｡ この こ とか ら, 他者に働きかける

源となるもの は相手に対する思 いやり の気持ち であ っ て , そ

れが他者の立場を認 め, 助 け合 い, 励 まし合う行動に な っ て

現れ て く る と考えられる｡

本研究で は, そ の よ うな福祉の心はより多くの他者との 関

わり の中に お い て育まれるもの で あると考えた ｡ 中で も晃年

嚇 ･ 異世代との交流に よ っ て子 どもたち の福祉掛まど の よう

に変化するの かを分析する｡ そ し て , 学校 に おける福祉教育

をより効果的なもの に して い くため に , 福祉教育を学校教育

の中に ど の よう に位置づけ. 展開し て い けばよい かを検証 し

た い ｡

2 研究方法

平成 9 年 6 月
- 1 2 月 に か けて , 小学校家庭札 中学校技

術 ･ 家庭科 , 高等学校家庭科や大学の授業に お い て , 福祉 に

関す る体験学習を取り入れた｡ そ の事前と事後に , 児童
･ 生

徒を対象に ア ン ケ
ー ト調査を行 っ た｡ 調査項目 に つ い て は ,

表 1 に 示したとおり であ る ｡ 福祉に関する体験学習の内容は,

高歯者疑似体験, 高齢者福祉施設訪問交流, 児童福祉施設訪

問交流の 3 種類 で ある｡ 調査協力校は , 小学校 1 校 ( 富山

市) , 中学校 1 校 ( 富山市) , 高等学校 1 校 (束砺波郡) ,

大学 1 校 ( 富山市) とした｡ な お , 小学生は 6 年圭L 中学

生は 2 年生, 高校生は 2 年生, 大学生は演習受講者の 2
- 4

年生を調査対象とした｡ 体験学習の流れを表 2 に示すo

高齢者疑似体験とは. 車椅子に乗 っ たり , 白内障体験ゴ
ー

グ ル , お もりなどの 身体的 - ン デ ィ キ ャ ッ プ を つ けたりして.

加齢 に伴う高齢者の身体的 ･ 心 理的変化を疑似体験するもの

で, 小学生 ( 2 ク ラ ス) , 中学生 ( 2 ク ラ ス) , 高校生

( 3 ク ラ ス) , 大学生 (演習ク ラ ス) , 計4 1 1 名 を対象に行 っ

た｡

高齢者福祉施設訪問交流とは, 地域 の高齢者福祉施設 (今

回は老人保健施設) を ク ラ ス単位 (約4 0 名) で訪問 し, 高

騰者と交流するもの で , 高校生11 8 名 ( 3 ク ラ ス) を対象に

行 っ た｡ 2 単位時間 (1 00 分) 中, 最初 の20 分間は施設 の方

か らの説明を聞き , そ の後, 前半約5 0 分間は 1 対 1 で主 に

会話をしなが ら交流を深め, 後半は全員でゲ
ー ム 等を行 っ た .

児童福祉施設訪問交流とは, 地域の児童福祉施設 (今回は

保育所) をク ラ ス単位 (約40 名) で訪問し, 幼児と交流す

るもの で中学生 ( 3 ク ラ ス ) , 高校生 ( 3 ク ラ ス) , 計2 3 4

名を対象に行 っ た ｡ 1 単位時間 ( 5 0 分) 中 , 生徒 た ち は幼

児と自由に遊び, 交流した.

各体験学習の対象者の 内訳 は表 3 の通り である｡ 集計 に は

ア ン ケ ー

ト調査解析 パ ッ ケ
ー ジ 2) を用 い て コ ン ピ ュ

ー タ処
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蓑1 : 調査項目

体 顔.. 前
て体 験L 後

高

鶴

者

･ 祖父母同居の 有無
･

.
.i ニ
,
7 体験で怖か つ た LJ 不安だ つ た りした こと

･ 別居祖父母との交流頻度 ･ 他者に対する援助意欲の有無

･ 他者に対する援助経験の 有無 ･ 高齢者に対するイ メ
- ジ

疑 ･ 高齢者に対するイメ
ー ジ ･ 他者理解度

似

体

戟

･ シ ニ ア 体験をまたした いか

･ バ リ ア フ リ
ー

!こつ い て思う こと

･ 自由筆記

高

≡
-

.

=

享

･ 祖父母同居の 有無 ･ 高齢者との交流で印象的だ つ た こ と

･

別居祖父母との交流頻度
･ 他者に対する援助意欲の有無

･ 他者に対する援助経験の有無
･ 高齢者に対するイ メ ー ジ

･ 高齢者に対するイメ
ー ジ ･ 他者理解度

･ 高齢者との交流をまたした いか

設
･

自由筆記

児

訪 童

間 福

･ 身の回り に乳幼児が いるか ･ 幼児と の交流で印象的だ つ たこと

･ 他者に対する援助経験の有無 ･ 他者に対する援助意欲の有無

･ 乳幼児 に対するイ メ ー ジ ･ 乳幼児 に対するイ メ
ー

ジ

交 祉
流 施

設

･ 他者理解度

･ 幼児と の交流をまたした いか

･ 自由筆記

表2 : 体験学習の流れ

学校段階 クラス名 = > = > 体験学習 の流れ E Ⅰヨ

小学生
1 組

2 組
高齢者疑似体額

中学生

1 組 高齢者疑似体験

2 租
児童福祉施設

訪問交流
高齢者疑似体嶺

3 組

4 組

児童福祉施設

訪問交流

高校生

1 組
児童福祉施設

訪問交流
高齢者疑似体験

高齢者嶺祉施設

訪問交流

2 組
児童福祉施設

訪問交流

高箭者福祉施設

訪問交流
高給疑似体額

3 組
高齢者福祉施設

訪問交流

児童福棚設

訪問交流
融緒疑似体壌

大学生 演習 高齢者疑似体壌

理を行い ,. ま た有意差の検定に はカイ自乗検定を用 い た｡

3 結果と考察

(1) 高齢者疑似体験の効果

(彰 高齢者疑似体験前後で の変化

三世代同居家族の割合は, 全国平均で1 5 .2 % ( 1 9 9 8 年)

表3 : 調査対象者の内訳 (単位 : 人)

高齢者疑似体額

性別

学校段帽
男 女 計

小学校 42 3 7 7 9

中学校 39 3 9 7 8

高校 57 61 1 1 8

大学 42 9 4 1 3 6

計 l8 0 2 31 4 11-

高齢者福祉施設訪問交流

性別

学校段F
男 女 計

高校 57 61 1 1 8

児童福祉施設訪問交流

性別

学校段
男 女 ･ 計

中学校 58 5 8 1 1 6

高校 57 81 1 1 8

計 1 1 5 1 1 9 2 3 4

富山県の平均で24 .
5 % ( 1 9 9 6 年) で あ る

3 )
｡ 高齢者疑似体験

( 以下シ ニ ア体験とする) の調査対象者で はt 祖父母と ｢ 同

居して い る｣ 割合は全体の5 5 .7 % で あり, 調査協力高等学校

が郡部であ っ た ため に
,
｢ 同居して い な い｣ 割合をやや上回 っ

た｡ つ ま り, 学校段階別に みると , 富山市内に あ る小,..- 中

学校で は同居率がやや低く小学校4 6 .

.
7 称̀ 中学校38 ･4 % で あ

ー

4 4 -



体験学習が他者 理解 に及 ぼす効果
一 高齢者疑似体験及び世代間交涜 の 効果-

るが , 郡部に あ る高等学校で は78 .
8 % と同居す る割合が非常

に高か っ た｡ この こ とか ら, 郡部より富山市内の方が核家族

化が進ん で い る ことは明らかで あるが ,
比較的, 同居高齢者

が いる家庭は多いと言える ｡

別居して い る祖父母との交流頻度を図1 に示した｡ 別居し

て い る祖父母との交流頻度と学校段階との間に は . 0 - 1 % の

危険率で有意な関連がみられた｡ 別居して い る祖父母と月に

1 - 2 巨Ⅰ以上 (毎口, 週 1
- 2 回 , 月 1

- 2 回) 交流し て

い る割合は, 小学生7 6 .
1 % , 中学生6 1 .8 %

, 高校生24 ･ 3 % と

学校段階が上がるに つ れ て減少する傾向がある｡ しか し, 大

学生にお い て は40 .5 % と高校生より も高い割合を占めて おり,

大学生になると主体的に交流する気持ちが生まれて くると思

われ る ｡

別居祖父母との交流頻度が最も高い小学生で は, 図2 の
シ

ニ ア体験前の高齢者イ メ
ー

ジ に示したよう に ｢ や さし い｣

93 .7 % , ｢ も の しり｣ 8 2 . 3 % ,
｢ 明 る い｣ 5 0 .6 % 等 , 中 ,

高 , 大学生と比較して高齢者に対しプ ラ ス イ メ
ー ジを持 つ 割

合が高い ｡ ま た, そ の割合は中,
､
高 と学校段階があがり ,

交流頻度が低くな る に つ れ て少なく な る傾向がみられ, 先行

研究と同様の結果が得られた
4)
｡ 大学生 に つ い て も, 高校

生 に比 べ て 別居祖父母との交流頻度は高い もの の , ｢ おそ い｣

59 .6 %
,
｢ が ん こ｣ 5 5 .9 % , ｢弓削 ､｣ 5 3 .7 % 等 の マ イ ナ ス イ

メ
ー ジ を持 つ割合が小, 中, 高校生より も高か っ た ｡ こ れ

は
, 学校段階が上がる に つ れて祖父母の年齢が高くなる こと

が - 試で あると考えられ る ｡

シ ニ ア 体験後は, 高齢者イ メ
ー ジ が , 小学生で ｢ 大切｣

｢ 友達多い｣ ｢ 弱 い｣ ｢ 自分勝手｣ , 中学生で ｢ 暖か い｣

｢ 弱い｣ ｢ お そ い｣ ｢ が ん ば る｣ , 高校生で ｢弱 い｣ ｢ 暖か

い｣ , 大学生で ｢ 弱い｣ ｢ 大切｣ ｢ が ん ば る｣ 等が増える

傾向が認 め られた｡ 小学生, 中学生 , 高校生, 大学生全体

の シ ニ ア体験前後の高齢者イメ
ー ジの変化に つ い て みて も,

前後 で最も著し い変化があ っ た の は ｢ 弱 い｣ で33 ･ 5 % か ら

5 2 .5 % へ と増加し, 同様 に ｢ が ん ば る｣ も1 7 .8 % か ら3 0 ･ 7 %

へ と増加した ｡

図 3 に シ ニ ア体験をした後の小学生 , 中学圭E , 高校生 ,

大学生41 1 人の他者に対する援助意欲を示す｡ 体験前に , 他

者に対する援助経験をき いたと ころ, ｢ 困 っ て い る友達を助

けたことがある｣ 64 .6 % , ｢ 道に落ちて い る ゴ ミ を拾 っ た こ

とがある｣ 5 1 % , ｢ 乗り物などでお年寄りや赤ち ゃ ん を抱 っ

こ した人 に席を譲 っ た こ とがある｣ 4 7 .4 % 等の割合が高か っ

た｡ しか し, シ ニ ア 体験後で は ｢ 乗り物な ど で お年寄りや

赤ち ゃ ん を抱 っ こ し た人に席を譲ろう｣ 6 8 .1 % , ｢ お年寄り

の手伝いをしよう｣ 58 .5 % , ｢ 目 の不自由な人を援助しよう｣

5 5 . 2 % 等, 高齢者や障害者に対する援助をして い こ うと感じ

て い る割合が高い ｡

また ,
シ ニ ア体験を通して バ リ ア フ リ

ー

に つ い て何らか の

興味 ･ 関心 を持 っ た割合が9 6 .
5 % を占めた｡ そ の 内容は図 4

の バ リ ア フ リ ー に対する関心に つ い て示したよう に, 生活道

具や街の環境に つ い て ｢ こ れ で はお年寄りに使い にく
いだろ

うなと思う ことが多く な っ た｣ とB] 答 した割合が最も多く

6 9 .
6 % で あ っ た｡ こ の こ とから, 単 に自分の立場から

バ リ ア

フ リ -

に つ い て興味 ･ 関心を持 っ ただ けで なく, 高齢者の立

場に な っ て考えるよう にな っ た こ とも伺え る ｡

シ ニ ア 体験を通して他者の気持ちがわかるよう に な っ た か

を 4 段階で自己評価して もら っ た結見 ｢すごくわかるよう

に な っ た｣ が小学生 - 大学生ま で の全体の14 .7 %
,
｢ 少 しわ

かるよう にな っ た｣ が79 .
2 % で , 9 割以上の児童 ･ 生徒 に他

者理解が深まる傾向が見られた｡ さ らに学校段階別にみると,

図 5 に示すよう に , 学校段階が低い方がより ｢ す ごくわかる

よう に な っ た｣ ｢ 少しわか るよう に な っ た｣ と自己評価す

る割合が高か っ た ｡ した が っ て , シ
ニ ア体験はど の学校段階

で取り入れた場合も効果がみられたが , 小学校等の で きるだ

け早い段階から取り入れた方がより有効である ことが示唆さ

れ る ｡

J ほとんど毎 日 口 週 にl ､ 2 回 E5 月 にl ､ 2 回 P 年 に2 , 3 回 包年に1 回 E3 (まとんど会わない 白 別居 して い る祖父母な
し

小学生 中学生 高校生

図1 別居祖父母との交流頻度 (学校段階別)
* * * ( p < 0 ･ 00 1)
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-
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体験学習が他者理解 に 及 ぼ す効果- 高齢者疑似体験及 び世代間交涜 の 効果
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図 3 シ ニ ア体験後の他者に対する援助意欲 (複数回答)
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図 4 シ ニ ア体験後の バ リ ア フ リ
ー

に 対する関心 (複数回答)

② 高齢者疑似体験後の自由筆記からの 抜粋

･ 実際に足が不自由な人は毎日車椅子に乗らなくて はい けな

い の だから, 不都合や つ らい こ とがたくさん たくさん あると

思 います ｡ 私 は, そ の 人た ち に何か し て あげた い けれ ど,

い きなりは無理 な の で , まず空き缶拾いをした いと思 います｡

道に転が っ て い る空き缶は, 私 たちはまたげば済みますが,

車椅子の 人に と っ て は大きな障害です｡ だ から, それ を少し

で も取り除い てあげた い で す ｡ そ して , どん な人 に も親切に

して あげた い です ( 小6 女子)

･ 僕 は今ま で , 老人の ことなど本気で考えた ことな どなか っ

た｡ 今回, シ ニ ア 体験をし て み て , 人 は相手の こと をし っ

かりとわか っ た うえ で初めて人を思 いやる ことが でき ると い

う ことを思 っ た ｡ 自分も いずれ衰えると考えると, 老人の こ

o% 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

図5 シ ニ ア 体験後の他者理解度 (学校段階別)

とを考えて 行動して い けるよう心がけて い きた い ｡ ( 中 3 男

千)

自由筆記か らは, シ ニ ア 体験を通して , 加齢 に伴う高齢者

の身体的 ･ 心理的変化がわか っ ただけ でなく, 他者 の立場に

た っ て行動する ことの大切さを学ん だ こ とが伺える｡

(2) 高齢者福祉施設訪問交流の効果

① 高齢者との交流体験前後での変化

高齢者福祉施設訪問交流の調査対象者は高校 2 年生である｡

｢ 祖父母と同居して い るか｣ に つ い て は, 7 8 .8 % の 生徒が祖

父母と ｢ 同居して い る｣ と回答した｡ こ れ は前述の よう に ,

こ の訪問交流を授業に取り入れた高等学校が , 富山県郡部で

祖父母との同居率の高い地域で あるためだと考えられる｡ ま

た, 別居祖父母との交流頻度では, 図 1 の 高校生のと ころで

-

4 7
-



示したよう に ｢ は と ん ど毎 日会うか電話す る｣ 1 . 9 % ,
｢ 一

週 間に 1 - 2 回会うか電話す る｣ 3 .7 %
,
｢ - ケ 月 に 1 - 2

回会うか電話する｣ 1 8 . 7 % で あ っ た｡ こ の こ とから, 7 割以

上の生徒は別居して い る祖父母とはあまり頻繁に交流して い

ない こ とが明らか で あ る｡

図6 は, 高齢者福祉施設を訪問して高齢者と交流する前と

後の高齢者イ メ
- ジ を示したも の である｡ 交流前は ｢ もの し

り｣ 64 . 4 % , ｢ や さ し い｣ 5 5 .
1 % , ｢ 暖 か い｣ 3 3 .

1 % ,

｢ がん こ｣ 31 .4 % 等で あ っ た ｡ 交流後で は ｢ や さ し い｣ 6 2 .
4

% , ｢ 暖 か い｣ 4 9 .5 % , ｢ 明 るい｣ 3 7 .6 % 等 の プ ラ スイ メ
ー

ジを持 っ割合は増加し, 反対 に ｢ が ん こ｣ 7 . 3 %
,
｢ う るさ

い｣ 0 .9 % , ｢ 自分勝手｣ 4 .6 % 等 の マ イ ナ ス イ メ
ー ジを持 つ

割合は減少する傾向がみられた ｡

今回訪問した老人保健施設で は, 痴呆症や脳血管障害に よ

る半身麻捧等の障害をもち, リ ハ ビ リを行 っ て い る高齢者が

多か っ た ため, ｢ も の しり｣ ｢ 友達多い｣ が減少し, ｢ 弱

い｣ が増加した ｡ こ の よ う に交流する高齢者の状況が新たな

イ メ
ー ジ形成 に影響することか ら, い ろい ろな状況の高齢者

と接し, 多様な理解を促すことも必要であると考えられる｡

高齢者との交流で , 高校生が印象に残 っ た とした ことを図

7 に示す｡ ｢ お年寄りと話をした こ と｣ 8 5 . 3 % , ｢ お 年寄

り の楽し そうな顔｣ 54 .
1 % , ｢ お年寄り の 体 の不自由さ｣

4 0 .4 % , ｢ 施設 の方の大変さ｣ 3 8 ,
5 % 等 で , 高齢者の身体の

不自由さや施設で働く人の大変さ へ の思 い も認められた｡

図 8 か らわかる よう に , 他者理解度で は, 高齢者と の交流

を通 して他者の気持ちが ｢ すごくわ か る よう にな っ た｣ が

1 6 . 5 % , ｢ 少 しわか るよう に な っ た｣ が78 .
9 % で , 合わ せ て

95 .
4 % の 生徒が他者理解が深ま っ た と自己評価して いる ｡ ま

た , 図 9 に 示したように , 今回の よ うな体験を ｢ ま たし た

い｣ とする割合が8 4 ,
3 % で あ り, 交流体験に対する手 ごたえ

と意欲が伺える｡

図1 0 は他者 へ の生活援助意欲に つ い て示したも の で ある｡

交流体験前の他者に対する援助経験で は ｢ 困 っ て い る友達を

助けた ことがある｣ 割合が53 .】% , ｢ 乳幼児の面倒をみた こ

とがある｣ 41 .7 % 等 で あ っ たが , 高齢者と の交流後に は ｢ 人

に やさしく接して い こう｣ 68 .9 % , ｢ 体の不自由な人を助け

て い こ う｣ 4 6 .2 % , ｢ お年寄り の荷物を持 っ て あげるなどの

手伝い をして い こ う｣ 4 3 .3 % 等 の意欲も伺えた｡

高齢者と の交流で は, 自由筆記 に より , 事前に実技を踏ま

え て学習した ｢相手の話の聞き方｣ や ,
シ ニ ア 体験 で経験

した ことが役に立 っ たと い う声も聞かれたの で , 系統的な学

習がより効果を高めると考えられるが ,
そ の検証は今後の課

題である｡

② 高齢者福祉施設訪問交流後の自由筆記から の抜粋

･ これ から高歯糾ヒ社会にな っ て いき, こ う い う ボ ラ ン テ ィ ア

をする棟会が多くなると思 う の で , き ちん と対応できるよう

にな っ て い かなく て は いけな いと思う ｡ ( 高 2 男子)

･ 私が施設で 出会 っ た方は, 耳 が遠く て私の話を理解して く

れず, とて も困 っ た｡ けれ ども, そ の方は話すた び に ｢ 耳

が遠く て ごめん なさ い ね｣ と謝られた ｡ 話が続かなか っ た原

因は, 耳の せ い で はなく, 私 が は っ き り話さず, 友達 に話

すように話して い た こ とが原因なの だ｡ 私 は. 今ま で人の気

持ちをわか っ て い る ふ りをし て , 全然わか っ て い なか っ た｡

( 高 2 女子)

高齢者との交流を通 して , 前述 の よ う に高齢者や施設で働

く方 へ の 理解が深ま っ ただけ で なく, 自分自身を振り返る機

会とな っ た こ とも自由筆記から伺える｡

(3) 児童福祉施設訪問交;充の効果

(丑 幼児との 交流体験前後の変化

児童福祉施設訪問交流は, 中学生1 1 6 名, 高校生1 1 8 名 を

N = 1 1 8
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体験学習が他者理解 に及 ばす効果
一 高齢者疑似体験及 び世代間交流 の 効果-
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対象に行 っ た ｡ ま ず身の 回り に乳幼児がい るかを たずね た ｡

図1 1 に 示したよう に ｢ 家 に 乳幼児が い る｣ と回答し た 割合

はわずか3 .1 % で あり , ｢ 近 く の親戚に い て時 々 は会う｣ が

24 .4 % , ｢ 近所に い て 時々遊ん だり話したりする｣ が6 . 2 %

で あ っ た｡ しか し, 6 1 .3 % の 生徒が ｢身 の回りに乳幼児が い

ない｣ と回答して おり, 生徒たちは日常生活にお い て乳幼児

と交流する機会が はと ん どな い こ とが明らか にな っ た｡

交流の前後で の乳幼児イメ
ー ジ の変化を図1 2 に 示す｡ 交流

前の乳幼児イ メ
ー ジ は ｢ 元気｣ 8 5 % , ｢ か わ い い｣ 6 4 .6 % ,

｢ 危 な っ か しい｣ 5 4 .9 %
,
｢ わ が まま｣ 44 .7 % 等であ っ た｡
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図11 身の 回り に乳幼児が いるか
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休験学習が他者理解 に及 ばす効果
一

高勝者疑似体験及び世代間交流の 効果
-

図14 乳幼児との交流をまた した いか

交流後に は ｢ 元気｣ 9】 .4 %
,
｢ か わ い い｣ 67 .

1 % ｡ ｢ 素直｣

51 .9 % , ｢ たくまし い｣ 20 % 等 の プ ラ ス イ メ
ー ジは増加し,

｢ 危な っ か し い｣ 4 3 .8 %
,
｢ わが まま｣ 3 0 % , ｢ う る さ い｣

27 .1 % 等の マ イ ナ ス イ メ
ー

ジ は減少する傾向がみられ た ｡

図1 3 , 1 4 に 示すよう に , 交流後に ｢ こ れ からも乳幼児 の

面倒をみ て い き た い｣ とす る割合が最も多く5 3 .
2 % を占めて

い た｡ ま た , 8 3 .7 % の 生徒が ｢ 乳幼児と の交流をま たしたい｣

と韓答して い た｡ この こ とから, 生徒たちは交流を通 して乳

幼児に親しみをもち, これ からも積極的に関わ っ て い こ うと

す る姿勢が感じられ る ｡

幼児と の交流後の他者理解度を図1 5 に示す ｡ 先の 2 つ の シ

ニ ア 体験および高齢者福祉施設訪問交流の体験学習の ときと

同様に , こ の交流体験を通 して他者の気持ちが ｢ す ごくわか

る よう にな っ た｣ が8 .7 % , ｢ 少しわかるよう にな っ た｣ が

77 A % で あ っ た ｡ この よ う に , シ ニ ア 体験や高齢者との交流

後の他者理解度よりはやや低い値で あ っ た が, 学習効果が認

められた｡

② 児童福祉施設訪問交流後の自由筆記か らの抜粋

･ 今回 はあまり幼児 の こ と, 幼児の視点から物事を考えなか っ

たためか
, 嫌われて しま っ た の で, 今度 この ような機会があ っ

た らも っ と考えて い きたい ｡ ( 高 2 男子)

･ 最初は面倒くさ いと思 っ て い たけど, 行 っ て みて 自分に も

小さか っ た こ ろがあ っ たの かと信じられな い気持ちにな っ た｡

そ ん な に小さか っ た私を こ こ ま で大きく してくれた家族に感

謝の気持ちが自然に浮かん で きた ｡ ( 高 2 女子)

この よう に , 幼児と の交流に お い て ,
生徒たちは幼児に対

する理解を深めただけで なく, 自分自身や自分を育て て くれ

た家族を見 つ めなおす姿もみられた ｡

4 まとめ

今回の調査で は, 日常生活にお い て児童 ･ 生徒たちは, 同

居の祖父母はい て も, 同居高齢者以外と触れ合う機会が大変

少ない ことが明らか に な っ た｡ ま た, 乳幼児と同居して い る

割合は非常に低く , 同居乳幼児以外との交流機会も乏しい と

いう結果が得られた｡

今回計画した 3 つ の体験学習 ( シ ニ ア体験, 高齢者福祉施

全然

あまりわ からない わからない

1 1% 3 %

すごくわ かるように

なった

9 % N = 2 3 4

少しわかるようになった

7 7%

図1 5 乳幼児交流後の他者理解度

設訪問交施 児童福祉施設訪問交流) の 後 で は, 高齢者や

乳幼児に対するプ ラ ス イ メ
ー ジ は増加し, マ イ ナ ス イ メ

- ジ

は減少す る傾向がみられた｡ こ の こ とから, 体験前の マ イ ナ

ス イ メ
ー

ジ は体験に基づ いたもの で は なく偏見や知識
･ 理解

不足に よ るもの で あ る と こ ろが多いと考えられ る｡ そ の ため,

今回の体験学習を通 して高齢者や幼児に対して の 理解が深ま

り, 親 しみを持てた児童 ･ 生徒が多か っ た と言え る ｡

ま た, 日常生活に おけ る同居以外の高齢者や乳幼児との交

流頻度とプ ラ ス イ メ
ー ジ数との間 には関連があり, 高齢者や

乳幼児との交流頻度が高い人は どプ ラ ス イ メ
ー ジ を持 っ て い

る割合が高い傾向がみられた｡ こ の こ とから, 高齢者や乳幼

児との交流が, 高齢者や乳幼児に対する理解を深め , 偏見を

取り除く こ とに つ なが ると考えられる｡
一

方 , 先行研究と同

様に , 祖父母や乳幼児との同居の有無と, イ メ
ー

ジ や援助意
5) 6 )

欲と の関連は見られなか っ た ｡

さ ら に
, 体験学習後の段階で高齢者や乳幼児に対し てプ ラ

ス イ メ ー ジ を多く持 っ た人 は, これ ら の体験を通して他者理

解が できたと自己評価す る割合が高いと いう傾向もみられた｡

ま た, 他者理解が で きたとする人は, 今後の 日常生活場面で

の他者に対する援助意欲が高まり, こ の ような体験を ｢ ま た

した い｣ とする割合も高か っ た ｡ こ の こ とか ら , 他者理解

が深まる こと に よ っ て他者を思 いやる気持ちが生まれ, そ れ

が他者に対する積極的な援助意欲を高めると考え られる｡

ただ
, 交流する高齢者や幼児の状況によ っ て交流がうまく

いかなか っ たため に マ イ ナ ス イ メ ー ジ をも っ た り. 今回の よ

うな交流を ｢ したくな い｣ と回答したりする生徒も若干いた

の で ,
そ の よ うな生徒に対して ど のよう に指導 ･ 援助して い

くかが今後の課題である｡

体験後の自由筆記か らは, 高齢者や幼児に対する理解が深

ま っ た だけで なく, 施設従事者や友達, 家族 に対する理解も

深ま っ て い る こ とが伺えた｡ さ らに , 今回の体験学習を通し

て ｢人の 気持ちを考え られるよう に なり た い｣ ｢ 外見 で人

を判断せず. 内面もきちん と見られるよう になりた い｣ 等,

一 人 ひ と りが自分なり の課題を持 っ て おり, 自分自身を見 つ

め直す機会とな っ た こ とも伺える ｡

これ らの よう に , シ ニ ア体験や高齢者福祉施設訪問交流.

-
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児童福祉施設訪問交流という体験を通 して , 児童 ･ 生徒た ち

は確実に他者理解を深め, 他者との交流を通して自己をも見

つ める ことが できるよう に な っ た と言える｡ そ して , さ ら に

学習の効果として , 今後の生活にお い て も積極的に他者を理

解 ･ 援助し て い こうとする意欲的な姿勢も伺えるよう に な っ

た｡

以上 の こ とから, 直接体験の乏し い現代の子どもたち にと っ

て
, 今回の ような体験学習は, 他者 を理解 し, 思 い や る心

を伸ばし育て る
一 つ の 有効な手だ て で あ る と考えられる｡

しか し, 今B]1
'

ラっ た体験学習の
一 つ ひと っ が前後の授業と

の流れをあまり考慮して い なか っ た観も否めな い ｡ そ の ため,

た だ ｢ 活動して楽しか っ た｣ とい うよう にその場限りで終わ っ

て しまわな いよう に , 今後はそ の活動を振り返る場を持ちな

がら継続して いく ことと, 体験学習と理論学習等の系統性を

構築す る ことが重要で あると考え られる｡ ま た, 体験学習を

含めた授業全体の流れ に つ い て もさらに 研究を進め, より効

果的な福祉教育の内容を提案して い きた い ｡

引用文献

1 ) 文部省初等中等教育局中学校課 : ｢ 生徒指導上の諸問題

の現状と文部省の施策に つ い て｣ ,
1 9 9 8

2) 株式会社社会情報サ
ー ビ ス : ｢ ア ン ケ ー

ト調査集計ソ フ ト

秀吉 fo r W i n d o w s バ
ー ジ ョ ン 1. .0 ｣

3 ) 日本子ども家庭総合研究所 : ｢ 日本子 ども資料年鑑第 6

巻｣ , K T C 中央出版, p .
7 5 - 7 7

,
1 9 9 8

4 ) 6 ) 荒井紀子 ･ 神川康子
･ 渡辺彩子 : ｢ 児童

･ 生 徒の

福祉観 ･ 高齢者観とそ の背景要因 ( 第 1
- 2 報) ｣ , 日

本家庭科教育学会誌第39 巻第1 号, p .
1 - 1 4

,
1 9 9 6

5) 神川康子･ 渡辺彩子
･ 荒井紀子 : ｢ 北陸 3 県 の調査に よる

父母 ･

祖父母 の生活活動が児童
･ 生徒の福祉観 ･ 高齢者観

に与え る影響｣ , 日本家政学会誌v ol . 4 7 N o . 7
, p .
6 4 1 -

6 4 9
,
1 9 9 6

- 5 2 -




